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はじめに
季節性インフルエンザウイルス （IAV/IBV）感染者の糞便からウイルスやRNAが検出され、

腸管感染の可能性が以前より報告されている。一方、IAV/IBVは消化管内環境に脆弱で速
やかに分解・不活化されるため、糞便からのウイルスやRNA検出の意義・メカニズムは不
明であった。本研究では、ウイルスやRNAが消化管内環境で分解・不活化されず糞便から
検出されるメカニズムを解明し、更に腸管上皮細胞への感染の可否について評価した。

結　果
粘液（人工粘液・ヒト喀痰）とIAV/IBVを混和した上で、人工胃酸・胆汁膵液によってウ

イルスやRNAが不活化・分解されないか評価を行った。
その結果、粘液の存在しない通常条件下では、ウイルスは人工消化液で速やかに不活化さ

れ、ウイルスRNAも2時間以内に検出感度以下まで分解された。一方、ウイルスは低粘度
粘液存在下では通常条件下と同様に不活化されたが、粘度が上がるにつれ不活化されないウ
イルスの割合が増加し、最終的に高粘度条件下では４時間以上にわたりウイルスは生存し続
けた（図１・２）。また、ウイルスRNAにおいても低粘度条件下では通常条件下と同様に分
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解されたが、高粘度条件下では４時間以上にわたり分解されずに検出され続けた（図３）。
さらにヒト結腸癌由来細胞とヒト小腸・大腸初代細胞を用いてIAV/IBV感染実験を行った。

その結果、ヒト結腸癌由来細胞（Caco2細胞）、ヒト小腸・大腸初代細胞の感染実験ではと
もにIAV/IBVの感染が認められ、さらにCaco2細胞ではウイルスの増殖も確認された（図４）。

考　察
IAV/IBVは外部環境に対しては非常に脆弱であるとの認識があり、外部環境に対する耐

性の評価についてはあまり研究がなされていなかった。今回の研究で、取り巻く環境の粘性
が上昇することによりIAV/IBVの外部環境に対する耐性が上昇することが明らかになった。

今回、我々は上気道で感染・増殖した高力価のIAV/IBVを含んだ痰や鼻汁を嚥下するモ
デルを考案し、IAV/IBV感染者の便からウイルスRNAや感染力を保ったウイルス粒子が検
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出されるメカニズムを解明した。糞便からウイルスRNA検出や分離培養された以前の報告
は、単純なコンタミによるものではなく、経口的に侵入し（嚥下し）腸管を通過したウイル
スが糞便から検出されたことを示唆している。

また、このメカニズムはIAV/IBVが感染力を保ったまま腸管に到達する可能性を指摘し
ており、IAV/IBVのヒト腸管感染の可能性を調査する上で大きく貢献するものと思われる。

さらにヒト結腸癌由来細胞とヒト小腸・大腸初代細胞を用いたIAV/IBV感染実験では、
IAV/IBVが感染力を保ったまま腸管に到達した場合、ヒト腸管で感染を起こす可能性が示
唆された。我々は現在このメカニズムを発展させ、IAV/IBVのヒト腸管への感染の可能性
について調査中である。

要　約
上気道で感染・増殖したIAV/IBVは、粘性の高い痰や鼻汁に閉じ込められることにより

消化管内環境で不活化されずに感染力を保ったまま小腸・大腸に到達し、腸管上皮細胞で感
染が成立する可能性が本研究より示唆された。
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